
確
保
・
育
成
へ
法
制
度
で
位
置
づ
け

見
直
し
の
基
本
的
考
え
方
示
す

地
下
空
間
の
安
全
技
術
確
立
へ

道
路
陥
没
事
故
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

社
整
審

交
政
審

国
土
交
通
省
の
建
設
産
業
政
策
会
議
（
座
長
・
石
原
邦
夫
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
相
談
役
）
は
四
月
十
八

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
四
号
館
特
別
会
議
室
で
第
三
回
「
法
制
度
・
許
可
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
（
座
長
・
大
森
文
彦
弁
護
士
・
東
洋
大
学
法
学
部
教
授
）
を
開
き
、
法
制
度
の
見
直
し
に
向
け
た
基
本
的
な

考
え
方
を
ま
と
め
た
。
技
能
労
働
者
に
つ
い
て
は
確
保
・
育
成
の
観
点
か
ら
制
度
上
で
位
置
づ
け
る
方
向
で
検
討

を
進
め
て
い
く
。
技
能
労
働
者
自
身
や
雇
用
す
る
建
設
会
社
に
対
す
る
責
務
な
ど
を
定
め
る
方
針
だ
。

建
設
産
業
政
策
会
議
で
は

十
年
後
も
建
設
産
業
が
生
産

性
を
高
め
な
が
ら
現
場
力
を

維
持
で
き
る
よ
う
法
制
度
を

は
じ
め
建
設
業
関
連
制
度
の

基
本
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
そ

の
柱
と
し
て
①
法
制
度
・
許

可
②
企
業
評
価
③
地
域
建
設

業
―
―
の
三
つ
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
て
論
議

を
深
め
て
い
る
。

建
設
産
業
は
人
口
減
少
や

高
齢
化
に
伴
い
担
い
手
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
一
方
で
技
術

の
進
展
や
施
工
方
法
の
多
様

化
が
見
込
ま
れ
、
高
い
生
産

性
の
も
と
で
適
正
な
施
工
の

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
長
時
間
労
働
の
是
正
や

処
遇
改
善
で
若
年
層
の
入
職

を
促
進
し
、
必
要
な
施
工
能

力
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
。
受
発
注
の
適
切
な
連

携
と
役
割
・
責
任
分
担
に
よ

っ
て
適
正
な
施
工
が
確
保
さ

れ
、
発
注
に
精
通
し
て
い
な

い
、
ま
た
は
発
注
の
体
制
が

十
分
で
は
な
い
発
注
者
で
も

安
心
し
て
建
設
工
事
を
発
注

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
基
本
的
な
考
え
方
で
は

建
設
業
法
の
本
質
的
な
目
的

で
あ
る
適
正
な
施
工
の
確
保

や
発
注
者
保
護
の
観
点
か
ら

契
約
関
係
に
お
け
る
受
発
注

者
の
規
律
の
見
直
し
を
促
し

た
。
と
く
に
請
負
契
約
に
関

す
る
規
律
で
は
適
正
な
工
期

設
定
で
契
約
を
締
結
す
る
責

務
な
ど
を
盛
り
込
む
考
え

だ
。
請
負
契
約
以
外
の
Ｃ
Ｍ

方
式
や
工
場
製
品
売
買
契
約

に
つ
い
て
も
必
要
な
規
律
を

検
討
し
、
中
長
期
的
に
は
地

域
に
お
け
る
建
設
業
の
供
給

力
の
変
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進

展
、
働
き
方
改
革
な
ど
に
的

確
に
対
応
で
き
る
制
度
設
計

を
進
め
て
い
く
。

許
可
制
度
関
係
で
は
建
設

工
事
従
事
者
の
労
働
福
祉
の

向
上
や
地
域
の
守
り
手
の
確

保
と
い
う
視
点
も
加
味
し
、

制
度
の
全
体
像
を
見
直
す
。

許
可
要
件
の
う
ち
経
営
業
務

管
理
責
任
者
の
要
件
に
つ
い

て
は
適
切
な
経
営
管
理
な
ど

を
促
進
す
る
た
め
、
経
験
年

数
の
見
直
し
を
進
め
つ
つ
役

割
や
責
任
を
一
段
と
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
要
件
へ
の
見
直
し

を
行
う
。

技
能
労
働
者
に
つ
い
て
は

技
能
労
働
者
自
身
や
技
能
労

働
者
を
雇
用
す
る
建
設
会
社

に
対
す
る
責
務
に
加
え
、
施

工
体
制
台
帳
に
お
け
る
登
録

基
幹
技
能
者
な
ど
の
位
置
づ

け
の
明
確
化
、
元
請
負
人
に

よ
る
下
請
負
人
へ
の
意
見
聴

取
事
項
と
し
て
技
能
労
働
者

に
求
め
ら
れ
る
技
能
の
明
確

化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

社
会
資
本
整
備
審
議
会
・

交
通
政
策
審
議
会
技
術
分
科

会
技
術
部
会
は
四
月
十
四

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
国
土

交
通
省
特
別
会
議
室
で
第
二

回
「
地
下
空
間
の
利
活
用
に

関
す
る
安
全
技
術
の
確
立
に

関
す
る
小
委
員
会
」
（
委
員

長
・
大
西
有
三
関
西
大
学
環

境
都
市
工
学
部
客
員
教
授
）

を
開
催
し
た
。
福
岡
市
地
下

鉄
七
隈
線
延
伸
工
事
現
場
に

お
け
る
道
路
陥
没
事
故
の
原

因
究
明
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
る
と
と
も
に
、
東
京
都
下

水
道
局
、
一
般
社
団
法
人
日

本
ガ
ス
協
会
、
一
般
社
団
法

人
全
国
地
質
調
査
業
協
会
連

合
会
、
一
般
社
団
法
人
日
本

建
設
業
連
合
会
、
公
益
社
団

法
人
土
木
学
会
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
活
発
に
意
見
交

換
し
た
。

昨
年
十
一
月
八
日
、
Ｊ
Ｒ

博
多
駅
前
付
近
の
福
岡
市
交

通
局
七
隈
線
の
延
伸
工
事
現

場
で
道
路
陥
没
事
故
が
発

生
。
こ
の
た
め
国
交
省
は
学

識
者
や
関
係
団
体
な
ど
か
ら

な
る
委
員
会
（
委
員
長
・
西

村
和
夫
首
都
大
学
東
京
副
学

長
・
都
市
環
境
学
部
教
授
）

を
設
け
て
原
因
究
明
に
努
め

て
き
た
。

第
二
回
小
委
で
は
森
昌
文

同
省
技
監
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
地
下
空
間
に
お
け

る
問
題
点
を
し
っ
か
り
と
捉

え
、
安
全
な
利
活
用
へ
活
発

な
議
論
を
お
願
い
す
る
」
と

述
べ
た
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
事
故

は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合

的
に
作
用
し
て
陥
没
に
至
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の

「
難
透
水
性
風
化
岩
層
の
強

度
や
厚
さ
」
と
「
地
下
水
圧

の
影
響
」
の
二
点
の
可
能
性

が
高
い
と
推
定
。
工
事
再
開

に
あ
た
っ
て
①
地
質
・
地
下

水
の
状
況
把
握
②
ト
ン
ネ
ル

坑
内
の
水
抜
き
・
土
砂
撤
去

③
再
掘
削
工
法
の
選
定
―
―

な
ど
に
留
意
し
、
必
要
な
調

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し

て
い
る
。

建設産業政策会議ＷＧで論議

大森座長

技術部会小委が再発防止策検討

森技監
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